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６．２．口頭発表 
 

本節には、気象研究所の職員が、平成 29 年度に筆頭者として行った講演・口頭発表などを掲載した。発

表の情報は、タイトル, 研究集会, 発表年月, 発表会場（都市名）の順で掲載した。 
 

青梨和正 1 Ensemble に基づく変分同化法を使ったPALAU2013 事例への衛星搭載マイクロ波放射計

輝度温度の同化実験, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 2 次世代のマイクロ波イメージャ降水リトリーバルアルゴリズム開発（その５）：, 日本気象

学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 3 Dual-Scale Neighboring Ensemble Variational Assimilation of Satellite Microwave 

Imager Brightness Temperatures for Typhoon ETAU, EUMETSAT Meteorological 
Satellite Conference 2017, 2017 年 10 月, イタリア, ローマ  

 4 次世代のマイクロ波イメージャ降水リトリーバルアルゴリズム開発（その６）：, 日本気象

学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
 5 Neighboring Ensemble に基づく変分同化法を使ったPALAU2013 事例への衛星搭載マイ

クロ波放射計輝度温度の同化実験（その２）, 日本気象学会 2017 年度秋季大会, 2017
年 11 月, 北海道札幌市  

足立アホロ 1 二重偏波レーダーデータの自己整合性に基づく粒径分布抽出手法の改良, 日本気象学会

2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 2 Necessity of quantitative precipitation estimation (QPE) for monitoring rainfall disaster 

using dual polarization Doppler radars., Seminar on Next Generation Weather 
Services Focusing on Rainfall Disaster Mitigation in Sri Lanka, 2017 年 7 月, スリ

ランカ, コロンボ  
 3 Real-time Auto Calibration and DSD Retrieval for Polarimetric Radar at Attenuating 

Frequency, International Symposium on Earth-Science Challenges (ISEC) 2017, 
2017 年 10 月, 京都府宇治市  

 4 Real-time Auto Calibration and DSD retrieval for Polarimetric Radar at Attenuating 
Frequency, Weather Radar Calibration and Monitoring Workshop, 2017 年 10 月, 
ドイツ, オッフェンバッハ  

 5 Technique for Calibration of Polarimetric Radars at Attenuating Frequency using ZDR 
and Phidp, Weather Radar Calibration and Monitoring Workshop, 2017 年 10 月, 
ドイツ, オッフェンバッハ  

足立光司 1 バイオマス燃焼から生じたエアロゾル粒子の航空機観測, 日本地球惑星科学連合 2017 年大

会, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 2 主要な金属大気エアロゾルとしてのナノ凝集体酸化鉄粒子, 日本地球惑星科学連合 2017 年

大会, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 3 電子顕微鏡がとらえた原発事故で放出された放射性粒子, 環境放射能除染学会 第6回研究

発表会, 2017 年 7 月, 福島県福島市  
 4 大気中の酸化鉄凝集粒子, 第 34 回エアロゾル科学・技術研究討論会, 2017 年 8 月, 東京都

江東区  
 5 大気エアロゾルの物理化学特性分析, 平成29年度 ナノテクノロジープラットフォーム利用

成果発表会, 2017 年 10 月, 東京都  
 6 Thermal behavior of aerosol particles from biomass burning during the BBOP campaign 

using transmission electron microscopy, 2017 AGU fall meeting, 2017年12月, アメ

リカ, ニューオーリンズ  
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足立 透 1 気象研究所におけるX バンドフェーズドアレイレーダーを用いた研究 -大気現象の新しい

理解-, フェーズドアレイレーダー第 2 回シンポジウム, 2017 年 5 月, 茨城県つくば市  
 2 Three-dimensional structure of Typhoon Mindulle (2016) observed by phased array 

radar, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 3 フェーズドアレイレーダーで観測された台風第 1609 号に伴う境界層の気流構造, 日本気象

学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都渋谷区  
 4 Three-Dimensional Structure of Typhoon Mindulle (2016) and Near-Surface Streaks 

Observed By Phased Array Radar, 38th Conference on Radar Meteorology, 2017 年

8 月, アメリカ, シカゴ  
 5 フェーズドアレイレーダーを用いた台風に伴う境界層ストリークの3次元解析, 日本気象学

会 2017 年度秋季大会, 2017 年 11 月, 北海道札幌市  
 6 フェーズドアレイレーダーが拓く顕著気象の新しい理解と予測, 「第 2 回 降水と噴火」研

究集会, 2018 年 2 月, 茨城県つくば市  
荒木健太郎 1 関東降雪における総観・メソ気象と雲物理研究, 日本気象予報士会長期予報利活用研究会第

68 回例会, 2017 年 4 月, 東京都台東区  
 2 市民科学を通した首都圏降雪機構の解明「#関東雪結晶 プロジェクト」, 気象研究所一般公

開特別講演, 2017 年 4 月, 茨城県つくば市  
 3 積乱雲の実態把握と予測研究, 第 2 回気象予報士応援ナビ特典セミナー, 2017 年 4 月, 東京

都港区  
 4 市民科学による雪結晶観測を通した雪氷知識の普及, 日本雪氷学会関東・中部・西日本支部 

支部賞受賞者講演会, 2017 年 5 月, 東京都新宿区  
 5 市民科学による超高密度広域雪結晶観測, 極域・寒冷域研究連絡会, 2017 年 5 月, 東京都  
 6 市民科学による超高密度広域雪結晶観測 －2016年11月24日関東降雪事例－, 日本気象学

会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 7 2016 年 11 月 24 日関東降雪の発生環境場, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 

東京都  
 8 雲と空の楽しみ方, NHK カルチャー, 2017 年 6 月, 東京都町田市  
 9 顕著気象の研究, 海上保安官に対する気象講話, 2017 年 6 月, 東京都大田区  
 10 那須雪崩をもたらした低気圧と降雪システム, 「2017 年 3 月 27 日に栃木県那須町で発生し

た雪崩災害に関する調査研究」現地報告会, 2017 年 7 月, 栃木県那須郡那須町  
 11 積乱雲研究, NHK カルチャー, 2017 年 7 月, 東京都町田市  
 12 首都圏降雪のメカニズム, そら博 2017, 2017 年 8 月, 千葉県千葉市  
 13 スマホでのぞくミクロの世界, そら博 2017, 2017 年 8 月, 千葉県千葉市  
 14 空を楽しむための雲科学, 第２回気象サイエンスカフェ in 那覇, 2017 年 9 月, 沖縄県那覇

市  
 15 市民科学による超高密度雪結晶観測「#関東雪結晶 プロジェクト」, 雪氷研究大会（2017・

十日町）, 2017 年 9 月, 新潟県十日町市  
 16 那須雪崩をもたらした低気圧・降雪雲の特徴, 雪氷研究大会（2017・十日町）, 2017 年 9

月, 新潟県十日町市  
 17 市民科学による気象研究と気象防災, NHK 気象キャスターによる気象情報研究会, 2017 年

10 月, 東京都町田市  
 18 2017 年 3 月 27 日に那須雪崩をもたらした降雪システムの数値実験, 日本気象学会 2017 年

度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
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 19 降雪研究のための市民科学データの観測特性調査, 日本気象学会 2017 年度秋季大会, 2017
年 11 月, 北海道札幌市  

 20 顕著気象の研究, ボーンデジタルセミナー, 2017 年 11 月, 東京都千代田区  
 21 低気圧に伴う那須大雪時の表層雪崩発生に関わる降雪特性, ワークショップ「降雪に関する

レーダーと数値モデルによる研究(第 16 回)」, 2017 年 11 月, 新潟県長岡市  
 22 雲でわかる山の天気変化, チーム安全登山「安全登山フェスタ 2017」, 2017 年 12 月, 東京

都千代田区  
 23 2017 年 3 月 27 日の表層雪崩に関わる低気圧と降雪の特性, 「2017 年 3 月 27 日に栃木県那

須町で発生した雪崩災害に関する調査研究」成果報告会, 2017 年 12 月, 東京都千代田

区  
 24 雪結晶で読み解く雲の心, 毎日メディアカフェ, 2017 年 12 月, 東京都千代田区  
 25 雲を愛する技術と気象防災, 「お天気キャスター・気象予報士大集合’17」 〜津波・天災を

忘れないために〜, 2017 年 12 月, 東京都渋谷区  
 26 雪結晶で読み解く雲の心, 2017年度積雪観測＆雪結晶撮影講習会, 2018年2月, 新潟県長岡

市  
 27 雲研究と防災, シンポジオン＠東京大学先端科学技術センター, 2018 年 2 月, 東京都千代田

区  
 28 山岳域での表層雪崩発生に関わる大雪の雲物理特性, 2017 年度エアロゾル・雲・降水の相互

作用に関する研究集会, 2018 年 2 月, 東京都立川市  
 29 雲を愛する技術, 気象キャスターネットワーク講演会, 2018 年 2 月, 東京都台東区  
安藤 忍 1 ALOS−2/PALSAR-2 で検出された 2016 年にイタリアで発生した地震の地殻変動, 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 2 ALOS−2/PALSAR-2 干渉解析によるCampi Flegrei 火山（イタリア）の地殻変動, 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 3 ALOS-2/PALSAR-2 解析による西之島 2017 年 4 月の噴火活動, 日本火山学会 2017 年度秋

季大会, 2017 年 9 月, 熊本県熊本市  
 4 InSAR解析によるフィリピンレイテ島で発生したM6.5地震に伴う地殻変動, 日本測地学会

第 128 回講演会, 2017 年 10 月, 岐阜県瑞波市  
 5 InSAR 解析で検出された非地震性の地殻変動, 東京大学地震研究所共同利用研究集会「地表

変動メカニズムの解明に向けた新世代SAR の活用」, 2017 年 12 月, 東京都文京区  
五十嵐康人 1 Trial for the BC source identification by using direct observation of trace metals with 

ICP-MS, JpGU meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 2 Atmospheric radioCs in case of the local dust event, JpGU meeting 2017, 2017年5月, 千

葉県  
 3 降水によるエアロゾル発生現象？： 大気-森林相互作用の新展開をねらって, 第 34 回エア

ロゾル科学・技術研究討論会, 2017 年 8 月, 東京都江東区  
 4 不溶性セシウム粒子―その発見と最近の研究展開, 第 58 回大気環境学会年会, 2017 年 9 月, 

兵庫県神戸市  
 5 放射性核種の環境動態研究の展望―大気環境への影響, 2017 年度日本地球化学会第 64 回年

会, 2017 年 9 月, 東京都目黒区  
 6 Temperate forest as big bioaerosol sources?: Implication from atmospheric Fukushima 

radiocesium studies, 2017 Symposium on Atmospheric Chemistry and Physics at 
Mountain Sites (ACPM2017), 2017 年 11 月, 静岡県御殿場市  

 7 夏季の放射性セシウム再飛散と森林起源バイオエアロゾル, 第 14 回放射能の農畜水産物等
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への影響についての研究報告会 －東日本大震災に関する救援・復興に係る農学生命科

学研究科の取組み－, 2017 年 11 月, 東京都文京区  
 8 Aerosol Emission from Forest by Precipitation: New Perspective for Atmosphere-Forest 

Interaction, 第 11回大気バイオエアロゾルシンポジウム, 2018年 2月, 長野県長野市  
石井憲介 1 Development of a Volcanic Ash Data Assimilation System for Atmospheric Transport 

Model, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 2 A volcanic ash data assimilation system based on the three-dimensional variational 

method, IAVCEI 2017 Scientific Assembly, 2017 年 8 月, アメリカ, ポートランド  
 3 ３次元変分法を用いた火山灰データ同化について, 理研データ同化ワークショップ, 2017年

9 月, 兵庫県神戸市  
 4 Volcanic Ash Data Assimilation System for Atmospheric Transport Model, 2017 AGU 

fall meeting, 2017 年 12 月, アメリカ, ニューオーリンズ  
 5 2016 年 10 月 8 日の阿蘇山噴火における火山灰予測について ～ひまわり８号等を利用した

事例解析～, 施設等機関研究報告会, 2018 年 1 月, 東京都  
 6 2016 年 10 月の阿蘇山噴火の事例紹介, 航空気象研究会, 2018 年 2 月, 東京都  
石井雅男 1 Meridional gap in the oceanic CO2 increase associated with the overturning circulation 

of anthropogenic CO2 in the western North Pacific, 10th International Carbon 
Dioxide Conference, 2017 年 8 月, スイス, インターラーケン  

 2 生物地球化学アルゴに期待される成果, 日本海洋学会 2017 年度秋季大会シンポジウム, 
2017 年 10 月, 宮城県仙台市  

 3 Acceleration of the ocean acidification in the western North Pacific subtropical zone: a 
rapid response to the CO2 increase in the atmosphere, 2018 Ocean Sciences 
Meeting, 2018 年 2 月, アメリカ, ポートランド  

石井正好 1 Accuracy of Global Upper Ocean Heat Content Estimation., Conference on Regional 
Sea-Level Changes and Coastal Impacts,, 2017 年 7 月, アメリカ, ニューヨーク  

 2 Attributing Past and Future Climate Variations with Ensemble Simulations, Data 
Assimilation, and Climate Predictions, 4th International Conference on Earth 
System Modelling, 2017 年 9 月, ドイツ, ハンブルク  

石田春磨 1 Application of the deterministic scheme for estimating cloud inhomogeneity effects in a 
high-resolution numerical model, JpGU meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  

 2 気象衛星による雲種識別における自己符号化器を応用した波長選択, 日本気象学会 2017 年

度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
石橋俊之 1 Numerical Weather Prediction Experiments using a Coupled Atmosphere-Ocean Data 

Assimilation System in JMA/MRI, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017年5月, 千
葉県千葉市  

 2 観測誤差共分散構造の診断とその利用（3）, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5
月, 東京都  

 3 気象研究所大気海洋結合同化システム（MRI-CDA1）の数値天気予報システムとしての性

質, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 4 4 次元の背景誤差共分散行列を使った 4D-Var による アンサンブル生成と決定論的解析

（２）, 日本気象学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 11 月, 北海道札幌市  
石元裕史 1 A refractive index model of volcanic ash derived from satellite infrared sounder 

measurements for applications of HIMAWARI-8 retrieval, JpGU meeting 2017, 
2017 年 5 月, 千葉県  
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 2 A refractive index model for HIMAWARI-8 volcanic ash retrieval algorithm derived 
from satellite infrared sounder measurements, EUMETSAT Meteorological 
Satellite Conference 2017, 2017 年 10 月, イタリア, ローマ  

 3 積雪放射計算改良のためのX線マイクロCTデータを用いた積雪粒子モデル開発, 日本気象

学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 11 月, 北海道札幌市  
伊藤純至 1 Large Eddy Simulation of Entire Tropical Cyclones, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 

2017 年 5 月, 千葉県  
 2 気象庁非静力学モデルの系統的な サブキロメートル水平解像度実験 , 日本気象学会 2017

年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 3 メソ気象モデルの水平解像度依存性の調査―水平解像度1km以下での精度向上の停滞―, 第

4 回メソ気象セミナー, 2017 年 7 月, 北海道函館市  
 4 Large Eddy Simulation of Entire Tropical Cyclone , 第 14 回アジア・オセアニア地球科学

連合大会（AOGS2017）, 2017 年 8 月, シンガポール, シンガポール  
 5 「肱川あらし」の再現と解析, 日本流体力学会年会 2017, 2017 年 8 月, 東京都葛飾区  
 6 台風のLES でみられたロール構造の安定性解析, 平成 27 年度京都大学防災研究所共同研

究集会「台風研究会」, 2017 年 9 月, 京都府宇治市  
 7 Stalled Improvement in a Numerical Weather Prediction Model as Horizontal 

Resolution Increases to the Sub-kilometer Scale, 第12回メソ対流系と顕著気象に関

する国際会議（ICMCS-Ⅻ）, 2017 年 10 月, 台湾, 台北市  
 8 ラージ・エディ・シミュレーションのための 接地境界条件の検討, 日本気象学会 2017 年度

秋季大会, 2017 年 11 月, 北海道札幌市  
 9 LES による大気境界層プロセスの研究, 大気境界層乱流ミニワークショプ, 2017 年 11 月, 

兵庫県神戸市  
 10 台風全域ラージ・エディ・シミュレーションと 「ビッグデータ」の取扱い, CREST「ビッ

クデータ応用」若手研究者合宿, 2017 年 11 月, 神奈川県横須賀市  
 11 サブkmスケールへの水平解像度向上時のメソ気象モデルの 系統的な性能評価, 第19回非

静力学モデルに関するワークショップ, 2017 年 11 月, 富山県富山市  
 12 ラージ・エディ・シミュレーションを活用した気象研究, 第 1 回先進的ながれ研究会, 2017

年 12 月, 北海道札幌市  
 13 肱川あらしの数値シミュレーション, 東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会 地球流

体における渦の形成・構造・作用の力学, 2018 年 3 月, 千葉県柏市 
猪上華子 1 2017 年 1 月 17 日に庄内沖で観測された渦状じょう乱の構造と発達過程, 日本気象学会

2017 年度秋季大会, 2017 年 11 月, 北海道札幌市 
今田由紀子 1 Large ensemble high-resolution climate simulations – Application to Event Attribution 

study, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 2 2016 年の世界の異常高温事例の多発に関する要因分析, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 

2017 年 5 月, 東京都  
 3 Recent enhanced seasonal temperature contrast in Japan associated with Interdecadal 

Pacific Variability, Asia Oceania Geosciences Society 14th Annual Meeting 
(AOGS2017), 2017 年 8 月, シンガポール, シンガポール  

 4 Event attribution with large-ensemble simulations generated by MRI-AGCM, 
International Workshop on Climate Downscaling Studies, 2017 年 10 月, 茨城県つ

くば市  
 5 世界の異常高温頻度に対する温暖化の寄与率の歴史的変化, 日本気象学会 2017 年度秋季大
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会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
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Joint Scientific Assembly 2017, 2017 年 8 月, 兵庫県神戸市  

 7 AN INTRODUCTION TO GPS/GNSS METEOROLOGY in Japan, Summer School on 
GNSS 2017, 2017 年 8 月, 東京都  

 8 Utilization of GNSS Network for Severe Storm Prediction and Monitoring, The 9th 
Multi-GNSS Asia (MGA) Conference, 2017 年 10 月, インドネシア, ジャカルタ  

 9 地上気象観測と GNSS 可降水量を用いた地上水蒸気量推定の試み, 日本気象学会 2017 年

度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
 10 Water Vapor Analysis Over the Ocean using Shipborne GNSS Measurements for the 

Mitigation of Weather Disaster, 第 12 回衛星航法システムに関する国際委員会会合

(ICG-12), 2017 年 12 月, 京都府京都市  
 11 「水蒸気稠密観測システムの構築による首都圏シビアストームの機構解明（H29-31 年度）」

プロジェクトの目指すもの, 大阪管区気象台近畿地区気象研究会, 2017 年 12 月, 大阪

府大阪市  
 12 豪雨の予測精度向上をめざした船舶搭載GNSS による水蒸気量解析研究, 日本気象学会関

西支部 2017 年度第 2 回例会, 2017 年 12 月, 大阪府大阪市  
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 13 船舶の安全に不可欠な衛星測位システムは、実は豪雨予測にも役立つ, 第 60 回船舶気象懇

談会, 2018 年 1 月, 兵庫県神戸市  
 14 GPS/GNSS気象学20年の歩みとこれから, 第370回生存圏シンポジウム, 2018年3月, 京

都府宇治市  
新藤永樹 1 浅い対流スキームの開発(1), 日本気象学会2017年度秋季大会, 2017年10月, 北海道札幌市  
新堀敏基 1 2016年阿蘇山爆発的噴火に伴う降灰予報の検証, 日本気象学会2017年度春季大会, 2017年

5 月, 東京都渋谷区  
 2 桜島大正噴火を想定した降灰シミュレーション, 「大規模火山噴火と関連現象」ワーキング

グループ委員会, 2017 年 7 月, 鹿児島県鹿児島市  
 3 火山灰輸送モデルの現状と今後 ー2016 年 10 月 8 日阿蘇山の降灰予報を例にー, 日本火山

学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 9 月, 熊本県熊本市  
 4 降灰予測における湿性沈着－2017 年霧島山（新燃岳）噴火の事例－, 「第 2 回 降水と噴

火」研究集会, 2018 年 2 月, 茨城県つくば市  
鈴木 修 1 Recent Enhancement of Observation Systems of JMA, International Symposium on 

Earth-Science Challenges (ISEC) 2017, 2017 年 10 月, 京都府宇治市  
清野直子 1 Numerical simulation of heavy rainfall events in the Tokyo metropolitan area, 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 2 首都圏における強雨事例の観測と数値シミュレーション －発生環境と都市効果の検討－, 

日本ヒートアイランド学会第 12 回全国大会, 2017 年 7 月, 東京都八王子市  
 3 首都圏における対流性降水環境場の観測と数値実験（３）, 日本気象学会 2017 年度秋季大

会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
関山 剛 1 AMeDASおよびNTTドコモ地上風観測値のデータ同化が移流拡散シミュレーションの 再

現性に与える影響, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都渋谷区  
 2 Model analysis of atmospheric Cs-137 dispersion mass flux, 2nd Ibaraki 

University-IRSN international workshop on atmospheric radiocesium and 
bio-aerosol emission, 2018 年 2 月, 茨城県水戸市  

瀬古 弘 1 Innovative numerical weather predictions and advanced weather disaster prevention 
based on damage-level estimation, 日本地球惑星科学連合2017年大会, 2017年5月, 
千葉県千葉市  

 2 Data Assimilation Experiment of Radio Occultation Refractivity Data by using a 
Mesoscale LETKF System , 日本地球惑星科学連合 2017 年大会, 2017 年 5 月, 千葉

県千葉市  
 3 高頻度高密度地上観測である首都圏地震観測網の気象データの同化実験（１）, 日本気象学

会 2017 年度春季大会, 2017 年 5 月, 東京都  
 4 Assimilation of Rapid-Scan Atmospheric Motion Vector of Himawari-8 to Improve the 

Rainfall Forecast of the Northern Kyushu Heavy Rainfall, International 
Symposium on Earth-Science Challenges (ISEC) 2017, 2017 年 10 月, 京都府宇治市  

 5 関東平野の高密度・高頻度観測データを用いた発達した降水域の予測実験（その 1）, 日本

気象学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
 6 海洋上の水蒸気データの同化実験 (その 1), 日本気象学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 11

月, 北海道札幌市  
 7 ひまわり 8 号で観測した高頻度大気追跡風と海面水温の台風へのインパクト実験, 第 15 回

環境研究シンポジウム, 2017 年 11 月, 東京都千代田区  
 8 ひまわり８号の高頻度大気追跡風や海面水温を用いた集中豪雨や台風の予測精度の向上, 
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第 19 回非静力学モデルに関するワークショップ , 2017 年 11 月, 富山県富山市  
高木朗充 1 気象庁火山ガス現地観測データの整理 1960 年代－2001 年, 日本地球惑星科学連合 2017

年大会, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 2 Monitoring of the 2013–2015 Nishinoshima Eruption, Japan, IAVCEI 2017 Scientific 

Assembly, 2017 年 8 月, アメリカ, ポートランド  
 3 海洋気象観測船「啓風丸」で観測された西之島の噴火活動 2017 年5 月, 日本火山学会2017

年度秋季大会, 2017 年 9 月, 熊本県熊本市  
 4 CG-5 重力計の登山を伴う野外調査時における重力値安定性の基礎調査, 日本測地学会第

128 回講演会, 2017 年 10 月, 岐阜県瑞波市  
 5 気象庁海洋気象観測船「啓風丸」で観測された西之島の火山活動, 平成 29 年度気象研究所

研究成果発表会, 2017 年 12 月, 東京都千代田区  
 6 GNSS で検知された地殻変動と噴火および噴火未遂の整理, 災害の軽減に貢献するための

地震火山観測研究計画「観測事例及び理論予測に基づく噴火事象系統樹の分岐条件の

検討」研究集会（平成 29 年度）, 2017 年 12 月, 東京都文京区  
高谷祐平 1 2016 年夏季前半の不活発な台風活動の予測と要因分析, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 

2017 年 5 月, 東京都  
 2 Predictable seasonal temperature variability in the East Asian winter monsoon, The 

Fifth Session of the East Asia winter Climate Outlook Forum, 2017年11月, 東京都  
 3 台風シーズン開始時期の年々変動とインド洋の影響, シームレス台風予測研究集会, 2017年

11 月, 東京都  
 4 Skillful prediction of the western North Pacific monsoon one year ahead, Sixth 

International Workshop on Monsoons, 2017 年 11 月, シンガポール, シンガポール  
 5 Sub-seasonal precipitation prediction during the South Asian summer monsoon onset 

period, 2017 AGU fall meeting, 2017 年 12 月, アメリカ, ニューオーリンズ  
 6 Subseasonal prediction experiment using an atmosphere–ocean coupled data 

assimilation system, 2018 Ocean Sciences Meeting, 2018 年 2 月, アメリカ, ポート

ランド  
 7 海外気象機関および気象庁における波浪結合の動向と展望, 海洋波および大気海洋相互作

用に関するワークショップ, 2018 年 3 月, 愛知県名古屋市  
 8 Monsoon predictions using JMA seasonal prediction systems: its advances and land 

contributions, The International Post-MAHASRI Planning Workshop 
(IPMPW2018), 2018 年 3 月, 東京都  

高山博之 1 伊豆大島の地殻変動とその周辺の地震活動の比較, JpGU meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉

県  
 2 伊豆大島の地殻変動とその周辺の地震活動の比較，その２, 日本火山学会 2017 年度秋季大

会, 2017 年 9 月, 熊本県熊本市  
田尻拓也 1 シーディング物質の吸湿度と雲粒生成に関する実験, 日本気象学会 2017 年度春季大会, 

2017 年 5 月, 東京都渋谷区  
 2 雲粒生成における吸湿性エアロゾルの外部混合に関する研究, 第 34 回エアロゾル科学・技

術研究討論会, 2017 年 8 月, 東京都江東区  
 3 偏光機能を付加したエアロゾル･雲粒子センサーによる氷晶計測, 日本気象学会 2017 年度

秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
 4 A Study of Hygroscopic Seeding Agents: Characterization of Relevant CCN Ability and 

MRI Cloud Chamber Experiments, 21st Conference on Planned and Inadvertent 
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Weather Modification, 2018 年 1 月, アメリカ, オースティン  
田中泰宙 1 Satellite observation of atmospheric dust, GAW 2017 Symposium Side event 3: WMO 

Sand and Dust Storm – Warning advisory and Assessment System, 2017年4月, ス
イス, ジュネーブ  

 2 Development of an aerosol assimilation/forecasting system with the new generation 
geostationary meteorological satellite Himawari-8, GAW 2017 Symposium, 2017年

4 月, スイス, ジュネーブ  
 3 Near-real-time aerosol forecast experiment with Himawari-8 aerosol product, 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 4 Updates of the Aerosol Prediction of the Japan Meteorological Agency, ICAP 9th 

Working Group Meeting: Radiative Transfer and Impacts of Aerosol Radiative 
Forcing on Numerical Weather Prediction, 2017 年 6 月, フランス, リール  

 5 数値モデルによるダストの予測と気候変動研究, 鳥取大学乾燥地研究センター 2017 年度 

公開セミナー, 2017 年 7 月, 鳥取県鳥取市  
 6 衛星観測による黄砂や大気エーロゾルの監視と予測への活用, 日本気象学会第51回 夏季大

学, 2017 年 7 月, 東京都千代田区  
 7 Report on the Sand and Dust Storm Warning Advisory and Assessment System 

(SDS-WAS), Sustained Coordinated Processing of Environmental Satellite Records 
for Nowcasting (SCOPE-Nowcasting), 1st Meeting of Executive Panel, 2017 年 9 月, 
スイス, ジュネーブ  

 8 Recent developments of the aeolian dust information by the Japan Meteorological 
Agency, International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental 
Regime Shift, 2017 年 11 月, 愛知県名古屋市  

 9 Data assimilation of Himawari-8 aerosol products with MRI/JMA global aerosol model, 
Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission FY2017, 2018年1月, 
東京都千代田区  

田中昌之 1 対数正規分布の標準値を用いた相似地震の長期的発生確率予測, 日本地球惑星科学連合

2017 年大会, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  
 2 津波地震（スロー地震）規模推定手法の検討, 日本地震学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 10

月, 鹿児島県鹿児島市  
 3 中規模繰り返し相似地震に対する長期的発生予測の可能性, 日本地震学会 2017 年度秋季大

会, 2017 年 10 月, 鹿児島県鹿児島市  
 4 中規模繰り返し相似地震に対する長期的発生予測, 日本における地震発生予測検証実験

(CSEP-Japan), 2017 年 11 月, 東京都立川市  
 5 少数の繰り返しデータによる長期的発生確率予測の成績, 「相似地震再来特性の理解に基づ

く地殻活動モニタリング手法の構築」平成 29 年度研究集会, 2018 年 1 月, 福岡県福岡

市  
谷川朋範 1 グリーンランド北西部カナックフィヨルドにおける海氷の波長別アルベド測定, 雪氷研究

大会（2017・十日町）, 2017 年 9 月, 新潟県十日町市  
 2 南極氷床表面の放射収支変動、及びそれに関連する物理特性の観測と研究, 東南極で検出さ

れる気候変動に関する研究集会, 2017 年 9 月, 東京都立川市  
 3 海氷の放射伝達モデルの開発とその検証, 低温研共同研究集会「グリーンランド氷床におけ

る近年の質量損失の実態解明:メカニズムの理解と影響評価」, 2017 年 11 月, 北海道札

幌市  
 4 Spectral albedo measurement of sea ice at Qaanaaq fjord in northwest Greenland, 2017 
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AGU fall meeting, 2017 年 12 月, アメリカ, ニューオーリンズ  
 5 Spectral albedo of sea ice at Qaanaaq fjord in northwest Greenland, Fifth International 

Symposium on the Arctic Research (ISAR-5), 2018 年 1 月, 東京都  
溜渕功史 1 自動処理を活用した一元化震源から推定された前震・余震活動の特徴抽出, JpGU-AGU 

Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県  
 2 Automatic hypocenter determination for the Seismological Bulletin of Japan using 

Bayesian estimation and its applications, Joint Scientific Assembly of the 
International Association of Geodesy and the International Association of 
Seismology and Physics of the Earth's Interior 2017, 2017 年 7 月, 兵庫県神戸市  

 3 一元化震源のための自動震源推定手法―2016年熊本地震を受けた改良, 日本地震学会 2017
年度秋季大会, 2017 年 10 月, 鹿児島県鹿児島市  

 4 JMA カタログから推定された前震の特徴抽出, 研究集会”日本における地震発生予測検証実

験（CSEP-Japan）”, 2017 年 11 月, 東京都立川市  
 5 Automatic hypocenter determination method in JMA catalog and its application, 2017 

AGU fall meeting, 2017 年 12 月, アメリカ, ニューオーリンズ  
 6 地震波リアルタイムモニタリングによる大地震発生後の余震活動等の即時予測の試み, 東

京大学地震研究所共同利用研究集会「地震のリアルタイムモニタリングと予測情報の

利活用」, 2018 年 1 月, 東京都文京区  
 7 大規模連続地震波形データ解析システムの活用例：自動震源決定による東北地方太平洋沖地

震前後の震源の再解析, データ流通ワークショップ, 2018 年 3 月, 東京都文京区  
津口裕茂 1 「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」をもたらした線状降水帯, 日本気象学会 2017 年度秋季大

会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市 
 2 「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」の発生要因について, 第 19 回非静力学モデルに関するワー

クショップ, 2017 年 11 月, 富山県富山市 
 3 「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」の発生要因について -線状降水帯の形成・維持メカニズム

-, 平成 29 年度気象研究所研究成果発表会, 2017 年 12 月, 東京都千代田区 
 4 集中豪雨のしくみ-「平成 27 年 9 月関東・東北豪雨」を例として-, 平成 29 年度茨城県霞ヶ

浦環境科学センター成果発表会, 2018 年 1 月, 茨城県土浦市 
辻野博之 1 JRA-55 based surface data set for driving ocean-sea ice models (JRA55-do). Part I: 

Development and evaluation of surface atmospheric field and air-sea flux., 
JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  

 2 JRA-55 based surface data set for driving ocean-sea ice models (JRA55-do). Part II: 
Assessment on the results of global ocean-sea ice models forced by the data set., 
JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県千葉市  

対馬弘晃 1 Improvement of tsunami-forecasting method based on tsunami inversion: small-size and 
large-amplitude tsunamis, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 5 月, 千葉県千

葉市  
 2 Real-time correction of tsunami site effect by frequency-dependent 

tsunami-amplification factor, IAG-IASPEI Joint Scientific Assembly 2017, 2017 年

8 月, 兵庫県神戸市  
 3 Improvement of tsunami-forecasting method based on tsunami inversion: small-size and 

large-amplitude tsunamis, IAG-IASPEI Joint Scientific Assembly 2017, 2017 年 8
月, 兵庫県神戸市  

 4 Real-time correction of tsunami site effect by frequency-dependent 
tsunami-amplification factor, International Tsunami Symposium 2017, 2017 年 8
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月, インドネシア, バリ  
 5 長周期非津波成分を含む観測データ使用時の tFISH による津波予測性能の改善, 日本地震

学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 10 月, 鹿児島県鹿児島市  
 6 周波数依存する津波高増幅率を用いたリアルタイム津波サイト補正, 日本地震学会 2017 年

度秋季大会, 2017 年 10 月, 鹿児島県鹿児島市  
 7 長周期非津波成分を含む沖合津波観測記録使用時の tFISH による津波予測性能の改善策の

検討, 第７回巨大津波災害に関する合同研究集会, 2017 年 12 月, 宮城県仙台市  
 8 Real-time correction of tsunami site effect by frequency-dependent 

tsunami-amplification factor, 2017 AGU fall meeting, 2017年12月, アメリカ, ニュ

ーオーリンズ  
 9 津波の即時予測: 現状と今後の展望, 「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」プ

ロジェクト成果報告会, 2018 年 3 月, 東京都文京区  
堤 之智 1 九州沖縄地方の完全雲天時の日射透過率トレンドについて, 大気化学討論会, 2017 年 9 月, 

香川県高松市  
 2 富士山の気圧を使った東海地方の対流圏下層の気温トレンド算出の試み, 日本気象学会

2017 年度秋季大会, 2017 年 10 月, 北海道札幌市  
 3 完全雲天時の日射透過率トレンドについて, 日本気象学会 2017 年度秋季大会, 2017 年 11

月, 北海道札幌市  
坪井一寛 1 気象庁メタン較正装置の更新, 温室効果気体および大気主成分組成の観測的研究に係る研

究集会, 2017 年 9 月, 仙台 
 2 ラドン観測による温室効果ガスデータの選別手法, 第 23 回大気化学討論会, 2017 年 10 月, 

香川県高松市 
遠山勝也 1 気象研究所におけるグライダー観測, 東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会 海洋物

理船舶観測フェスタ 2017, 2017 年 5 月, 千葉県柏市  
 2 Re-emergence of anthropogenic carbon through the ocean's shallow overturning 

circulation, 10th International Carbon Dioxide Conference, 2017年8月, スイス, イ
ンターラーケン  

 3 北西太平洋亜熱帯域における水中グライダー観測, 日本海洋学会 2017 年度秋季大会, 2017
年 10 月, 宮城県仙台市  

豊田隆寛 1 Development of the global ocean-sea ice data assimilation system in MRI, Polar ORA-IP 
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